
アンケート結果からみた和歌山県工業技術センターの利用状況

利用した事業
・依頼試験、技術相談、設備機器利用の利用が多く、
特に依頼試験では８０％以上の企業が利用
・共同研究においても２０％近い企業が利用

利用による成果
・利用した全ての事業について、９０％以上の企業が、
「十分得られた」または「ある程度得られた」と回答

利用目的
・品質の証明（成績書の取得）での利用が最も多く、６１．９％
・製品の評価、製品の改良・開発、トラブルの原因究明、
製造技術の改良・開発での利用も多い

目的の達成度
・殆どの利用目的で、「十分達成できた」、または「ある程度
達成できた」を合わせた回答は９５％以上

今後の利用
など

・８６％の企業がセンターの必要性を認めている
・９７％の企業が今後もセンターを利用したい
・利用希望事業として依頼試験、技術相談、機器貸付が多いが、
共同研究が１８％、受託研究も８％あった

金額メリット ・センター利用により１社あたり２００万円のメリット
（この金額に間接メリット、波及効果が含まれているかは不明）

センターへの
要望

・事務手続きや手数料の改善
・試験分析・評価・測定の可能な項目の増加と速やかな
結果の提出
・設備機器の充実
・企業と連携した研究の推進
・情報の提供（セミナーの開催などを含む）
・コーディネート機能の強化

更なる努力により

企業が
・技術的問題で困ったとき ・新製品・新技術を開発したいとき
・製品や製造工程を改善したいとき ・新分野進出を望むとき

一番最初に相談する機関が工業技術センター
となることを目指す

詳細（グラフ）

・過去２年、５回以上の利
用企業２８４社を対象
・回答企業１８１社
・回答率６４％

 「当所の事業をどのような目的でご利用になりましたか？
 　　　　また、その目的を達成できましたか？」（回答181社）
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省資源・省エネルギー対策

製造コストの低減

環境対策

新技術分野への進出

専門技術の習得・人材育成

専門技術情報の収集

製造技術の改良・開発

トラブルの原因究明

製品の改良・開発

製品の評価

品質の証明（成績書の取得）

十分達成できた

ある程度達成できた

達成できなかった


